
タイトルのTuuliとはフィンランド語で「風」を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。
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連絡先

今年入って初めてのボランティア交流会が７月１１日（火）に行われました。当日は３２名のボランティ
アの方々の参加がありました。暑い中足を運んで頂き本当にありがとうございました。
初めに、旭ホーム長よりご挨拶を頂き、至誠特養の吉住職員、アウリンコ池端職員より「ボランティア
活動の現状と今後について」のお話しを頂きました。
その後７グループに分かれて懇談会を行いました。ボランティアの皆様から実際に４月から活動している
中で感じていることやご意見を多数頂きました。その内容をお伝え致します。

♦職員の方が日々の業務で忙しいことは
わかるが、食べこぼし等で衣類や床が
汚れている状況が見受けられる。
何か対応をお願いしたい。

◆歌の活動をしているが、
活動前の練習にも時間をかけ、
皆で楽しく歌える歌を！
歌うことに心がけている。

ボランティア交流会のご報告

♦アウリンコ１階玄関は職員不在の
ことが多く静まり返っていて
挨拶をしたくても誰もいない。

皆様から頂いたご意見の中で、ご返答できる内容につきましては、別のかたちで皆様にお伝えして
いけたらと思っております。貴重なご意見を多数ありがとうございました。

♦皆様に、夢を持って笑顔で気軽に
活動して頂きたい、という気持ちを
大事に活動している。

♦利用者のことで確認したいことがあっても職員
の方が見つからない。活動前に、利用者の状態
等確認できないこともあるため、もう少し利用
者の状態を知った上で活動ができたらと思う。

♦何か人様のお手伝いが
できればと思い活動して
いる。

♦３０年近く活動しているが、
活動場所の移動で,今回場所が
変わったのが一番大きかった。

♦精神的な支え・環境整備等も含め、
職員とボランティアで連携をとりながら
利用者の生活を充実できたらと思う。

♦特養からアウリンコに引越しをされた利用者の方
との関わりの中で、環境変化がその方に大きな影響を
与えるということを感じた。
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発行

至誠学舎立川には高齢者事業、保育事業、児童事業があります。このセミナーはこれらの施設でお
こなわれている日々の実践を共有し、交流を深めることを狙いとしています。ボランティアの皆様方
にもぜひご参加いただき、至誠学舎立川の取り組みをご覧いただけますよう、ご案内いたします。

日 時 ： 平成２９年７月2８日（金）
１８：３０～２１：００ 終了予定

場 所 ：女性総合センターアイム ホール （立川駅より徒歩5分）
◆ 内 容 ： 実践研究発表

（１）「地域力を高める『はねきんネット』の取り組み
～錦・羽衣町地区による「子どもクッキング」の活動事例から～
児童事業部 至誠学園 自立支援コーディネーター 山田 俊一

（２）モンテッソーリ活動の環境を見直そう
保育事業本部 至誠いしだ保育園 保育士 志村 舞

（３）健康は口の中から～口腔ケアを通して見えてくるもの～
高齢事業本部 至誠特別養護老人ホーム ケアスタッフ 石川久里子・鈴木悠聖・滝智彦

ファシリテーター 昭和女子大学 非常勤講師 月田 みづえ氏
セミナー総括 旭 博之常務理事・研修委員長

参 加 費 ： 無料

申し込み：人数確認のため事前にお申し込みください。
法人事務局 Email: honbu@gakusha.org/ FAX 042-527-7838

いよいよ納涼大会が間近に迫ってきました。詳しいお知らせをいたします。

◆日 時 ： 8月4日（金）18:00 ～ 20:00

◆場 所 ： ☀晴れ→至誠ホームけやき広場 ☂雨→至誠ホーム本館内

～当日の流れ～

１７：００ 受け付け開始 お弁当、エプロン、名札を受け取り、配属先を確認してください。

１７：３０ までに売店前かケアプラザ１階入って右手の部屋で軽食をお召し上がりください。

１７：３０ 再度、受付に集合ください。配属先ごとに集合し移動します。
配属先の職員から、付き添っていいただく利用者さんをご紹介します。
連絡カードでお一人ずつ、注意事項をお伝えします。

利用者さんによっては、食べ物の記録を職員よりお願いすることがあります。
ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

第 1 ５回 至 誠 福 祉 セ ミ ナ ーの ご 案 内

＜編集後記＞ まだ７月だというのに30度越えの毎日で、「暑い！」しか言葉出ません。毎日暑い中、
ボランティアの皆様には汗だくになりながらもホームに足を運んで頂き、感謝の言葉しかありません。
皆様が玄関から入ってきて下さると顔がほころび、暑さも吹っ飛びます。まだまだ暑い日が続きますが体
調には気をつけてお過ごし下さい。いつもありがとうございます。
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